
研
究

ノ
ー
ト

責

任

無

能

力
者

の
精

神
施

設

へ
の
収
容

継
続

要

件

-
ー
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
連
邦
最
高
裁
フ
ユ
ー
チ
ャ
判
決

林

美

月

子

目

次

一

は
じ
め
に

二

事
実
の
概
要

三

判

旨

四

解

説

は
じ
め
に

141

責
任
無
能
力
制
度

に
は
批
判

が
多

い
。
そ

の
中

で
も
、
危

険
な
精
神
障
害
者

が
無
罪

と
さ
れ
、
民
事
収
容

さ
れ
て
も
早
期

に
退
院

さ
せ

ら
れ
て
し
ま
う

と

い
う
批
判
は
、
そ
れ

が
必
ず

し
も
現
実

と

一
致
し
な

い
こ
と
が
あ

る
と
は
い
え
、

根
強

い
も

の
と

い
え
よ
う
。

一
九
八

四
年

に
は
連
邦

で
も
包

括
的
犯
罪
規
制
法

(四
二
四
三
条
)
が
、
責
任
無
能
力
者

で

一
定

の
危
険
性

を
示
す
者

に
対
す
る
精

神
施

設

へ
の
刑

(1

)

事
収
容
制
度
を
新
設
し

た
こ
と
は
記
憶

に
新

し

い
。

ア
メ
リ
カ
合
衆
国

で
は

こ
の
よ
う
な
制
度

は

一
般
的

と

い
え
る
。

こ
の
よ
う
な
制
度
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を
め
ぐ

っ
て
は
、

収
容
手
続
き

に
お

い
て
収
容
要
件

の
挙
証
責
任
を
負

う

の
は
州

か
対
象
者

か
、

ど

の
程
度

の
証
明

が
必
要

か
、
収
容
要

(2

)

件

の
定

期
的
審
査

は
必
要

か
、

退
院
手
続
き

で

の
挙
証
責
任

は
ど
う
な

る
か
等

が
問
題
と
さ
れ

て
き
た
。
し

か
し
、
最
も
重
要
な

の
は
収

容
要
件

で
あ

る
。
そ
し
て
、

そ

の
収
容
要
件

は
さ
ら
に
収
容
目
的

と

の
関
連

で
捉
え
ら
れ
る
。

一
般

に
は
精
神
障
害

と
精
神
障
害

に
よ
る

(
3

)

社
会

へ
の
危
険
性

が
要
件
と
さ
れ
る
。

ま
た
、

目
的

は
本

人

の
治
療

と
本
人

及
び
社
会
を
そ

の
危
険
性
か
ら
保
護
す

る
こ
と
と
さ
れ
る
。

し
か
し
、

そ

こ
か
ら
先

は
、

精
神
障
害
と
危
険

性
を
並
列
的

に
捉

え
て
、
危
険
性

の
み
で
も
保
安
的
な
収
容

が
可
能

で
あ

る
と
す

る
立
場

と
、
危
険
性

が
精
神
障
害

に
基

づ
く
も

の
で
あ
る
場
合

に
治
療

を
通

じ

て
危
険
性

を
除
去
す

る

の
が
目
的

で
あ

る
以
上
、
精
神
障

害

で
な

(
4

)

け
れ
ば
危

険
性

の
み
で
は
収
容

で
き
な

い
と
の
立
場

に
分

か
れ
得

る
。
本

判
決
は
後
者

の
立
場
を

と
る
も

の
と
し
て
注
目

に
値
す

る
。

わ
が
国

に
は
責
任
無
能
力
後

の
刑
事
収
容
制

度

は
な

い
。
し

か
し
、
改
正
刑
法
草
案
九
八
条

は
保
安
処
分
を
規
定

し
て

い
る
。
そ

の
立

案
過
程

で
は
、
保
安

に
重
点

を
お

い
て
そ

の
範
囲
内

で
治
療

・
看
護

に
役
立

た
せ
よ
う

と
す

る
案

と
、
治
療
・.
看
護

に
重
点

を
置
き
、
そ

(
5

)

れ

が

ひ

い
て

は
再

犯

の
防

止

・
保

安

に
役

立

つ
と
す

る
案

が
出

さ
れ

た

が
、

前

者

が
採
択

さ

れ

て
草

案

と
な

っ
た

の

で
あ

る
。

そ

の
後

、

草

案

の
規

定

に

は
対
象

と

な

る

罪

種

の
限
定

等

の
修

正

が
加

え
ら

れ

た

が
、

な

お

批

判

が
強

い
。

本

判

決

は
責

任

無
能

力

後

の
収
容

の
基
本

的

な
捉

え
方

を

示
す

も

の
と

し

て
、

わ

が
国

の

こ
れ

か

ら

の
制

度

を

考

え

る
上

で
も
重

要

な

も

の
と

い
え

よ
う

。

(1
)

拙
稿

・
情
動
行
為
と
責
任
能
力

(平
成
三
年
)
二
七
七
頁
以
下
。

(2
)

拙
稿

・
情
動
行
為
と
責
任
能
力
三
〇
七
頁
以
下
、
三
四
三
頁
以
下
。

(3
)

一
〇
コ
Φ
ω
<
・
⊂
巳
富
創
曽
讐
Φ
ρ
ら①
ω
¢
.
ω
■
ω
0♪

ω㎝
。。・
本
判
決
に
つ
い
て
は
拙
稿

・
情
動
行
為
と
責
任
能
力
二
七
九
頁
、
三
〇
七
頁
以
下
。

(
4

)

閃
。
9

訂

く
,
ピ
。
基

冨

轟

周
=

N

ω
・
9

]

刈
。。
O

(
お

㊤
・。
)
・

(
5
)

西
原
春

夫

「保
安

処
分
」
刑
法
改

正
の
研
究

1
概
論

・
総
則

(平
場
安
治

・
平
野
龍

一
編

・
昭
和

四
七
年
)
三
四
五
頁
。
中

山
研

一
.
刑
法
改
正
と
保

安
処
分

(昭
和
六

一
年
)

九
六
頁
以
下
、

一
〇
七
頁
以

下
、

一
三
七
頁
以
下
参
照
。
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二

事
実
の
概
要

フ

r

チ

ャ
は
加
重
侵
入
窃
盗
罪

(
ル
イ
ジ
ア
ナ
州
刑
法

西

・六
〇
条
)
及

び
銃
器
不
法
使
用
罪

(同
法

西

.九
四
条
)
で
起
訴

さ
魅

・

彼

は
責

任
無

能

力

に
よ

る
無

罪

を
主

張

し

た

の
で
、

二
人

の
医

師

が

公

判
前

に

鑑
定

し

、

訴

訟
無

能

力

と

さ

れ

た
。

し

か
し

、

四

ヵ
月

後

の
鑑
定

は
、
フ

ユ
ー

チ

ャ

は
犯
行

時

に

は
薬

物

に
よ

る
精

神

障

害

で
あ

っ
た

が
、
現
在

は
訴

訟
能

力

が

あ

る

と
し

た

た

め
、
審

問

(9

巴

護

)

が

な

さ

れ
、

三

巴

o
o
に
簿

は

一
九

八

四

年

一
〇

月

一
二

日

に
、

マ
ク

ノ
ー

ト

ン

・
ル
ー

ル
に
よ

る
責

任

無
能

力

規

定

(同
法

一
四

・
一
四
条
)

に

し

た

が

っ
て
責

任
無

能

力

と

し

た
。

さ

ら

に
、

現
在

も

精

神

障

害

が
あ

り

、

自

己

及

び
他

人

に
危

険

で
あ

る

と

し

て
、

医

師

に
よ

る

退

院

勧

告

及

び
裁

判

所

の
退

院

命
令

が
あ

る

ま

で

国
鱒
磐

閃
Φ
一一〔
す
墨

国
o
器
口
ω
一〇

閃
餌
o
筐
¢

へ
の
収

容

を

命

じ

た

(同
州
刑
事
訴
訟
法

六
五
四

条

)。一
九

八

八
年

に

閏
①
一一〇
超
暴

の
施

設

長

は
裁

判

所

に
退

院
勧

告

を

し

た
。

施

設

の
三

名

の
医

師

に
よ

る

パ
ネ

ル
は

フ

ユ
ー

チ

ャ
に

は
収

容

時

か

ら
精

神
障

害

は

な

く

、
プ

ロ
ベ
イ

シ

ョ

ン
や
薬

物

の
不

使

用
等

を

条

件

と

す

る
退

院

が
相

当

で
あ

る

と
し

た
。
9

餌
ご
鼠

ひq
Φ
は
公

判

前

に
鑑

定

を

し

た
二
名

の
医

師

に

よ

る
委

貝

会

を

設

置

し

た
。

二
人

は

フ

ユ
ー

チ

ャ
は
精

神

障

害

か
ら

回

復

し

て

い
る

が
、

退

院

し

た

場

合

に
自

己

及

び
他

人

に
危

険

が
な

い
と

は
確

証

で
き

な

い
と
し

た
。

一
人

の
医

師

は
審

問

で
次

の
よ

う

に
証

言

し

た
。

す

な

わ

ち

、

フ

ユ
ー

チ

ャ
は

収
容

時

に

は

お

そ
ら

く

薬

物

に
よ

る
精

神
障

害

で
あ

っ
た

が
、

現

在

は

そ

の

一
時

的

状

態

か

ら

回
復

し

て

お
り

、

精

神
障

害

や
神

経

症

で

は
な

く

、

精

神

的

に
健
康

で
あ

る

が

、

反
社

会

的

性

格

で
あ

り

、

こ
れ

は
精

神

障

害

で
は

な

く
治

療

も

で
き

な

い
と

し

た
。

フ

ユ
ー

チ

ャ
は

閃
①
浮

冨
轟

の
施

設

で
五

、
六

回

喧

嘩

を

し

て

い
る
。
三

巴

o
o
=
昌

は

フ

ユ
ー

チ

ャ
は
自

己

及

び
他

人

に
危

険

で
あ

る

と
し

て
退

院

を

認

め

な

か

っ
た

(同
州
刑
事
訴
訟
法
六
五
七
条
)
。

控

訴

裁

判

所

も

ω唇

9
<
凶ω
o
蔓

芝
鼻

ω
を

認

め
ず

、

ル
イ

ジ
ア
ナ

州

最

高

裁

も

へ
　

ね

こ
れ
を
支
持

し
た
。

ル
イ

ジ
ア
ナ
州
最
高
裁

は
、
退
院

の
審
問

で
は
被

収
容
者

が
退
院

し
て
も
自
己
又

は
他
人

に
危
険

で
は
な

い
こ
と

の
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挙

証

責

任

を

負

っ

て

い

る

が

こ

の

挙

証

が

な

さ

れ

て

い
な

い

こ

と

、

ジ

ョ
ー

ン
ズ

判

決

(冒

コ
①
ω
<
』

藁

①
α
ω
審

8
ω
'
&
㏄
d
・
ω
・
ω
α
倉

一
〇
ω
ω
・

9

ω
露

ρ

ミ

[

国
α
N
ユ
Φ
謹

(一
¢
o。
ω
)
)

も

本

件

で

の

退

院

を

要

求

す

る

も

の

で

は

な

い

こ
と

、

危

険

性

の

み

を

理

由

と

す

る

収

容

を

許

容

す

る

法

律

は

合

衆

国

憲

法

の
適

正

手

続

条

項

及

び

平

等

保

護

条

項

に

反

す

る

も

の

で

は

な

い

こ

と

を

根

拠

と

す

る

。

こ

れ

に

対

し

て

連

邦

最

高

裁

は

サ

ー

シ

オ

レ

イ

ラ

イ

を

認

め

た

。

(6
)

事
実

の
概
要

に
つ
い
て
は
、
閃
o
ロ
6
冨

く
■
い
o
巳
ω
冨
コ
P

一
一
ト。
Q∩
.
O
什ご
餌
け
嵩
。。
卜。
-
嵩
。。
。。
・

(7

)

。・
§

Φ
<
扇

。
9

冨

㎝
①
ω
。。
ρ

・。
琶

霧

(u
叫
」

8
0
)
・

神奈川法学第29巻 第2号

三

判

旨

原

判

決
破

棄

。

連

邦

最

高

裁

は
、

院

を

勧

告

し

て

い
る

に
も

拘

ら
ず

、

に
反
す

る

と
し

た

。

責
任
無
能
力
と
さ
れ
た
者
に
つ
い
て
施
設
の
審
査
委
貝
会
が
精
神
障
害
で
は
な
い
と
し
て
条
件
付
退

被
収
容
者
の
反
社
会
的
性
格
に
基
づ
く
収
容
継
続
を
許
容
す
る
ル
イ
ジ
ア
ナ
州
法
は
適
正
手
続
条
項

〔ホ

ワ
イ

ト

裁

判

官

の
法

廷

意

見
、

ブ

ラ

ッ
ク

マ
ン
、

ス
テ

ィ
ー

ヴ

ン

ス
、

オ

コ
ナ

i
、

ス
ー

タ

ー

の
各

裁
判

官

が
同

調

〕

(
8

)

法
廷
意

見
は
適

正
手
続
条
項
及

び
平
等
保
護
条

項
違
反

を
理
由

と
す

る
。

①

適
正
手
続
条

項
違
反

民
事
収
容
手
続

で
は
、

州
が
明
白
か

つ
確
信
的
証
拠

に
よ

っ
て
、
被

収
容
者

の
精
神
障
害

の
存
在

と
収
容

が
被

収
容
者

の
福
祉
及

び
他

鋤

人

の
保
護

の
為

に
必
要

で
あ
る

こ
と
を
証
明
し
な
け

れ
ば
な
ら
な

い

(〉
延
亀
口
αq
け。
昌
タ

目
Φ
メ
餌
ω・
念
一
9

ψ

凸
。。
・
$

ψ

O
け
一
。。
O
倉
O
O
[

国
ρ

但

卜。匹
器
ω
(お
刈
り
)
)。

こ
れ
に
対
し

て
刑
事

の
責
任

無
能

力
後

の
収
容
手
続

で
は
、
犯
行

の
存
在

と
精
神
障
害

の
故

の
犯
行

で
あ
る

こ
と

の
証
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明
が
あ
れ
ば
、

と
く
に
後
者

は
被
告
人
側

が
証
明
す

る

の
で
あ

る
か
ら
、
判
決
時

の
精
神
障
害

と
危
険
性

が
導
か
れ
、

そ

の
ま
ま
収
容

が

認

め

ち

れ

る

(冒

器

ω
<
』

鼻

巴

ω
翼

Φ
ρ

心
①
ω
¢
.
。。
`
簿

ま
㏄
』

8

Q。
,
9

."
碧

。。
o
お

)
。

し

か

し

、

精

神

障

害

か

ら

回

復

す

る

か

又

は
危

険

性

が

な

く

な

れ

ば

収

容

継

続

で

き

な

い

こ

と

は

ジ

ョ
ー

ン
ズ

判

決

も

認

め

て

い
る

(冒

コ
Φ
ω
タ

¢
艮

Φ
鳥
Q。
欝
8

。。
Ψ
幽
α
ω
ご
・
Qり
・鴇
讐

ω
①
。。
噛
寄

P

一
〇
ω

ψ

O
r

9

ω
8

N
b

8

ω
噌
O
、9

目

震

タ

U
o
呂

罷
ω
o
p

ら
器

¢
・
ψ

観

。。
る

切
Q。
・
9

』

劇
。。
O
』

α
卜
・
国
ゆ

ト。
山
$

①

(
一
㊤
誤

)
)
。

第

一
に

、

フ

ユ
ー

チ

ャ
を

非

任

意

に

収

容

す

る

に

は

民

事

収

容

手

続

が

必

要

で

あ

る

。

受

刑

者

も

精

神

障

害

に

つ

い

て

の
相

当

な

手

続

に

よ

る

証

明

な

し

に

は

精

神

施

設

に

移

送

さ

れ

な

い

(≦

8
評
く
し

8

Φ
。。
添

ホ

ご
.
ω
.
心
。。
ρ

δ
O
Q。
畳
O
け
」

卜。
翼

Φ
ω
い
・
臣

』

ま

給

(
一
り
。。
o
)
)
。

適

正
手

続

条

項

は
収

容

の
性

質

が
収

容

目
的

と
合

理
的

関

係

に
あ

る

こ
と
を

要

求

す

る

の
で
あ

る
。

フ

ユ
ー

チ

ャ
が

収
容

さ

れ

る

べ
き

で
あ

る

と
し

て
も

、

精

神
障

害

で
は

な

い
の

で
精

神

障

害

者

と
し

て

は
収
容

さ

れ

る

べ
き

で
は
な

い
。

第

二

に
、

フ

ユ
ー

チ

ャ
は
も

は

や
責

任

無
能

力

と

し

て
精

神
施

設

に
収
容

で
き
な

い
の

で
あ

る

な

ら

、

フ

ユ
ー

チ

ャ
に

は
収
容

の
理

由

を

示

す
憲

法

上

適

正

な
手

続

に

つ
い
て

の
権

利

が
あ

る

。

訴

訟
無

能

力

者

も

精

神

障

害

及

び
訴

訟
能

力

が

回
復

す

る

か
否

か
決
定

す

る

に

十

分

な
期

間

の
み
収

容

で
き

、

こ
れ

を

越

え

る

収
容

に

は

民
事

収

容

手

続

が
必

要

で
あ

る

(』
m
集

ωo
ロ
タ

ぎ
山
ご
8

』

8

9

ψ

Σ
9

露

ω
申

O
幹

一Q。幽
伊

認

r

国
α
・
N
α
お
朝

(一Φ
認
)
)
Q

第

三

に
、
適

正
手

続

条

項

に

は
、
そ

の
手
続

の
公

正

さ

と

は
関

係

な

く

、
州

の
恣
意

的

な

≦
「
o
二

αQ
貯

}
行

為

を
禁

止

す

る

と

い
う

実
体

的

要

素

が
含

ま

れ

る
。
身

体

的

拘

束

か

ら

の
自

由

は
常

に
適

正

手

続
条

項

に

よ

っ
て
州

の
恣

意

的

行

為

か
ら
守

ら

れ

る

べ
き

自

由

の
核

心

で

あ

る

。

も

ち

ろ

ん

州

は

そ

の
警

察

的

権

力

に
よ

っ
て
、

抑

止

と
広

報

の
目

的

で
有

罪

と
さ

れ

た
者

を

刑
務

所

に
収

容

で
き

る
。

し

か
し

、

フ

ユ
ー

チ

ャ
は
有

罪

で

は
な

い

の
で
処

罰

は

で
き

な

い
。
民
事

収
容

も

あ

り
う

る

が
、
州

は

そ

の
要

件

を

証

明

し

て

い
な

い
。
た
し

か

に
、

予
防

的

拘

束

も

あ

る

(oσ
qρ
一一
幻
Φ
暁O
噌ヨ

>
O
廿

一㊤
ooA
)
。

し

か

し
、

こ
れ

は
特
定

の
暴

力

犯

罪

・
重

大

犯

罪

・
常

習

犯

罪

に

つ

い
て
、

被

逮

捕

者

に
よ

る
さ

ら

な

る
犯

罪

を
予

防

す

る

州

の
利

益

が
優

越

す

る
特

に
緊
急

の
事

態

に
限

る
し

、

ま

た
、

州

は
対

審
的

審

問

に
お

い
て
明

白
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か

つ
確
信
的
証
拠

に
よ

っ
て
、

釈
放

に
ど

の
よ
う
な
条
件
を

つ
け

て
も
社
会
又
は
人

々
の
安
全
を
合
理
的

に
保
障

で
き
な

い
こ
と
、
す

な

わ
ち
、
被
逮
捕
者

は
個
人
又

は
社
会

に
対
し

て
特
定

の
明
白
な
脅
威
を
示
す

こ
と
を
証

明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

ま
た
、
被
逮
捕
者

に

は
即
座

に
審
問
を
受
け

る
権

利

が
あ
り
、
拘
束

期
間
も
迅
速
裁
判
法

の
厳
格
な
制

限
を
受
け

る
。
拘
束
場
所
も
受
刑
者

や
未
決
勾
留
者

と

分

け

ら

れ

る

(¢
鼻

巴

。∩
§

Φ
ω
<
・
ω
巴
①
ヨ

。
曽
螢

C
・
ω
為

ω
P

§

ω
■
9

・。
8

9

㊤
帆
ピ
』

儀
.
・。
ま

㊤
刈
(
謹

刈
)
)
。

こ

れ

に

対

し

て

、

フ

ユ
ー

チ

ャ
に
は
州

が
明
白
か

つ
確
信
的
証
拠

に
よ

っ
て
社
会

へ
の
危

険
性

に

つ
い
て
挙
証
責
任

を
負
う

対
審
的
審
問
を
受
け

る
権
利

が
な
く
、

フ

ユ
ー
チ

ャ
の
側

で
危

険

で
な

い
こ
と
を
証

明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

本
件

で
は
医
師
は

フ

ユ
ー
チ

ャ
が
自
己
又

は
他
人

に
危
険

で
な

い

と
進

ん
で
確
証
す
る
気

に
な
れ
な

い
と

い
う
。

こ
れ
は
精
神
施

設

へ
の
不
定

期

の
収
容

か
ら

の
自
由
と

い
う

フ

ユ
ー
チ

ャ
の
憲
法
上

の
権

利
を
奪
う

に
は
不
十
分

で
あ

る
。

ま
た
、

期
間

に

つ
い
て
も
、
州

は
、

フ

ユ
ー
チ

ャ
は
犯
罪
を

犯
し
、
現
在

は
反
社
会
的
性
格

で
時

々
暴

力
を
揮

い
、
治
療

で
き
な

い
の
で
不
定

期
間
収
容

で
き
る
と

い
う
。
し

か
し
、

こ
れ
を
認

め
れ
ば
、
刑
期
を
終
了
し
た
受
刑
者

も
そ

の
反

社
会

的
性
格

の
故

に
収
容

で
き
る

こ
と

に
な

っ
て
し
ま
う
。

ル
イ

ジ
ア
ナ
州

の
よ
う
な
、

現
在
は
精
神
障
害

で
は
な

い
が
他
人

に
危

険

で

な

い
こ
と
を
証
明

で
き
な

い
責
任
無
能
力
者

の
不
定
期
収
容
を
許
す

見
解

は
採
用

で
き
な

い
。

②

平
等
保
護
条
項
違
反

刑
期
を
終
了
す

る
受
刑
者

の
多
く
も

フ

ユ
ー
チ

ャ
と
同
様

の
人
格
障
害

が
あ
る
だ
ろ
う

が
、
州
法

は
そ

の
よ
う

な
者
を
危
険
性

の
み
を

理
由
と
し

て
収
容
継
続
す

る

こ
と
は
で
き
な

い
。
さ
ら
に
、

そ

の
よ
う
な
者
を
刑
期
を
越
え

て
収
容
し
よ
う

と
す

る
な
ら
、
民
事
収
容

手

続

に
よ

っ
て
、
州
が
明
白
か

つ
確
信
的
証
拠

に
よ

っ
て
精
神
障
害

と
危

険
性
を
証
明
し
な
け
れ
ば
な

ら
な

い
。

精
神
障
害
者
や
有

罪
判
決

鋤

を
受
け

た
精
神
障

害

に
は
保
障

さ
れ
る
手
続
的
保
護

が
、
な
ぜ
現
在

は
精
神
障
害

の
な

い
責
任
無
能

力
者

に
は
否
定
さ
れ
る

の
か
原
審
も

ω

州
も

理
由

を
示

し

て

い
な

い
。
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[
オ

コ
ナ
ー
裁
判
官

の
補

足
意
見
]

第

　
に
、
本

判
決

は
当
該
規
定

の
よ
う

に
、
現
在

は
精
神
障
害

の
な

い
責
任
無
能

力
者

の
精
神
施

設

へ
の
不
定

期
収
容
を
広
く
認
め
る

規
定

の
み
を
対
象

と
し

て

い
る
こ
と
を
強
調

し
た

い
。
本
判
決

は

ル
イ

ジ
ア
ナ
州
は
、
精
神
的
健
康
を
回
復

し
た
危
険
な
責
任
無
能
力
者

を

お
よ
そ
収
容
し
得
な

い
と

は
し

て

い
な

い
。
ジ

ョ
ー

ン
ズ
判
決

で
示
さ
れ
た
よ
う

に
、
犯
行

は
危

険
性

の
具
体
的
証
拠

で
あ

り
、
ま

た
、

精
神
障

害

に

つ
い
て
の
知

識
や
治
療

の
不
確
実
性

か
ら
す
る
と
、
危

険
性
と
精
神
障
害

の
関

係

に

つ
い
て

の
合

理
的
な
立
法
判
断

に
は
敬

意
を
払
う

べ
き

で
あ

る
。
し

た
が

っ
て
、

ル
イ

ジ
ア
ナ
州
が
精
神
障
害

に
よ
る
無
罪

の
判
決
か
ら
、
精
神
障
害

で
な
く
な

っ
た
後
も
危
険

性
を
導

い
て
い
る

こ
と
に
は
敬
意
を
払
う

。

つ
ま
り
、

ル
イ

ジ
ア
ナ
州

で
も
そ

の
よ
う

な
場
合

の
収
容

は
可
能

で
あ
る
が
、
対
象
者

の
継

続
す

る
危
険
性

に
対
す

る
社
会

の
安
全

へ
の
関
心
を
反
映
す

る
よ
う

に
、
収
容

の
性
質

や
期
間

が
設
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
精
神

障
害
者

と
し

て
の
収
容
は

で
き
な

い
。

ま
た
、
犯
し

た
犯
罪

の
種
類
を
考
慮

し
な

い
収
容
も

で
き
な

い
。
例

え
ば
、
非
暴
力
犯
罪
や
比
較

的
軽
微
な
犯
罪
が
唯

一
の
危
険
性

の
証
拠

で
あ
る
場
合

に
は
、
精
神
障
害

で
は
な
く
な

っ
た
責

任
無
能
力
者

の
自
由

が
優

越
す

る
。
ま

た
、

平
等
条

項
か
ら
し
て
、
責
任
無
能
力

と
さ
れ
た
が
現
在
は
精
神
障
害

の
な

い
者
を
同
じ
犯
罪

の
受

刑
者

よ
り
も
長
期
間
収
容

で
き

る
か
に

は
重
大

な
疑

問
が
あ

る
。

第

二
に
、
本
判
決

は
、
精
神

障
害
を
有

罪
判
決

に
対
す

る
抗
弁

と
す

る
か
、
そ

の
程
度

の
抗
弁

と
す

る
か
に

つ
い
て
の
州

の
決
定
権

を

制
限
す

る
も

の
で
は
な

い
。
も

し
、
州
が
、
精
神
障
害

は
量
刑

で
考
慮

す
る

に
す

ぎ
な

い
と
す

る
な
ら
、
本
判
決
は
そ

の
妨
げ
と

は
な
ら

な

い
。

第

三

に
、
大
多
数

の
州

は
法
廷
意
見
と
同
様

の
見
解

に
基
づ
く
制
度

を
設
け

て

い
る
。
ト

マ
ス
裁
判
官

の
反
対
意
見

は

ル
イ
ジ
ア
ナ
州

法

と
同
様

の
立
法

が

一
一
州

で
な
さ
れ

て

い
る
と
す

る
。

し
か
し
、
す

で
に
二
州

で
は
精
神
障

害

で
は
な
く
な

っ
た
場
合

の
退
院
を
認

め

る
よ
う

に
改

正
さ
れ
、
三
州
は
期
間

や
施

設
を
限
定

し
て

い
る
。
残
り

の
六
州

の
中

で
二
州

は
す

べ
て

の
犯
罪
要
素

が
証

明
さ
れ
て

い
な



く

て
も

収
容

を

認

め

る

も

の
で
、

こ
れ

は
反

対

意

見

で
も

≦
Φ
一一
貯

鵠

で
あ

ろ
う

。
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[
ヶ
ネ
デ

ィ
裁
判
官

の
反
対
意
見
。

レ
ン
ク
イ

ス
ト
裁
判
官

が
同
調
]

拘
束

か
ら

の
自
由

は
自
由

の
基
本

的
定
義

に
本
質
的

で
あ

る

こ
と
は
認

め
る
が
、
本
件

で
の
州
法

の
収
容
要
件

は
合
法
的

で
伝
統
的
な

州

の
利
益

に

一
致
す

る
。

犯
罪
要
素

に

つ
い
て
は
州
が
合
理
的
な
疑

い
を
容
れ
な

い
程
度

に
証

明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
し

か
し
、
責
任
能

力
は
犯
罪
要
素

と

は
関
係
な

い
。
犯
罪
要
素

に

つ
い
て
州

の
証

明
が
あ
れ
ば
、
州
は
何
ら
か

の
合
理
的
理
由

に
基
づ

い
て
対
象
者
を
拘
束

で
き
る
。
責
任
無

能

力
に
よ

る
無
罪

は
単
な
る
無

罪
と
は
異

な
る

の
で
あ

る
。
本
判
決
は

フ

ユ
ー
チ

ャ
を

そ

の
意
思

に
反
し
て
精
神
施
設

に
収
容
す

る

こ
と

は
、
民
事
収
容
手
続

に
よ

る
現
在

の
精
神
障
害

と
危
険
性

の
決
定
な
し

に
は

で
き
な

い
と
す

る
。
し
か
し
、
こ
れ
は

ジ

ョ
ー

ン
ズ
判
決

が
、

適
正
手
続
条
項

は
刑
事
判
決

の
後

の
自
動

収
容
を
許

し
て

い
る
と
し

た
こ
と

に
反
す

る

(冒
器
ω
<
・
¢
該
8
島
ω
9
8
ω
一
臨
ω
ζ
・
ω
.'
讐

。。Φ
◎

一
〇
ω
ψ

P

讐

ω
0
8
山
8
一)
。
刑
事
収
容

と
民
事
収
容

の
相
違

は
、
刑
事
手
続

の
保

護
は
よ
り
厚

い
こ
と
、
刑
事
収
容

で
は
犯
行

の
証
明
が

あ

る

の
で
単
な
る

一臼
o
ω
旨

臼
簿
圃。
び
Φ
訂

≦
o
『
に
よ

る
収
容

の
危

険
性

が
な

い
こ
と
、
民
事
収
容

は
主

と
し

て
本
人

の
保
護

と

い
う

パ

レ

ン
ス

.
バ
ト
リ

エ
を
理
由
と
す

る
が
刑
事
収
容

で
は
社
会

の
安
全

を
理
由

と
す

る
こ
と
等

か
ら
認
め
ら
れ
る
べ
き

で
あ
る
。

ま
た
、
民
事

収
容
は
将
来

の
行
動

に

つ
い
て
の
予
測
に
基

づ
く

の
で
、
現
在

は
精
神
障
害

で
は
な

い
こ
と
は
重
要

で
あ

る
が
、
刑
事
収
容

で
は
過
去

の

責

任
無
能

力
と
犯
行

が
本
質
的

で
あ
る

の
で
、

現
在
は
精
神
障
害

で
は
な

い
こ
と
は
重
要

で
は
な

い
。
さ
ら
に
、

ジ

ョ
ー

ン
ズ
判
決

の
場

合

の
よ
う

に
、

ダ
ラ

ム

・
ル
ー

ル
の
下

で
は
精
神
障

害

の
故

の
犯
行

と
言
え
る
が
、
本
件

の
よ
う

に

マ
ク

ノ
ー
ト

ン

.
ル
ー

ル
に
よ
る
場

合

は
そ
う

は
言
え
な

い
。

ル
イ

ジ
ア
ナ
州

の
よ
う

に
危
険
性

の
み
に
基

づ
く
責
任
無
能

力
者

の
収
容

は
模
範
刑
法
典

及
び
少
な
く

と
も

一
一
州
で
認

め
ら
れ

て

い



る
。

ま

た
、

仮

釈

放

で

は
受

刑

者

が

危

険

性

の
無

い

こ
と

を

証

明

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い
と

す

る

州

法

も

あ

り

、
保

安

的

拘

束

(凶口
・

㈲侵

$
o
碧
置
く
Φ
ヨ
$
容
Φ
鑓
酢δ
コ
)
の
合
理
性

は
放
棄

で
き

な

い
。
法
廷
意
見
及

び
オ

コ
ナ
ー
裁
判
官

の
補
足
意

見
は
収
容

の
条
件

に
よ

っ
て
は

合
憲

に
な
り
う

る
と
す

る
が
先
例

が
あ
げ

ら
れ

て

い
な

い
。
本
件

で
は

フ

ユ
:
チ

ャ
は
法
定
刑

の
三
分

の

一
の
期
間
も
収
容
さ
れ
て

い
な

い
の
で
あ
る
か
ら
、

法
廷
意

見
が
不
定
期

収
容
を
言
う
点
は
本

件

と
は
関
係
な

い
。
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[ト

マ
ス
裁
判
官

の
反
対
意
見

レ
ン
ク
イ

ス
ヒ

ス
カ
リ
ア
両
裁
判
官

が
黙

]

①

法
廷
意
見

の

い
う
適

正
手
続

に

つ
い
て

法
廷
意
見

は
責
任
無
能
力
者

と
し

て
の
収
容

が

で
き
な

い
な
ら
民
事
収
容
手
続

に
よ
ら

ね
ば
な
ら
な

い
と
す
る
。

こ
れ
は
平
等
保
護
と

同
じ
議

論

で
あ
る
。

し

か
し
、

こ
れ
に
は
賛
成

で
き
な

い
。
責
任
無
能
力
者

と
民
事
収
容
者

の
間

に
は
手
続

の
相
違
を

正
当
化
す

る
現
実

的

で
合

理
的

な
区
別

が
あ

る
。

ジ

ョ
ー

ン
ズ
判
決

で
は
、
第

一
に
、
議
会

は
責
任

無
能
力

に
よ

る
無

罪

の
判
決
を
収
容
時

の
精
神
障

害
と

危
険
性

を
導

く
合

理
的

基
礎

と
し
得

る

こ
と

か
ら
、
た
と
え
現
在

は
精
神
障
害

が
な

い
と
し
て
も
責
任
無
能
力
者

の
自
動

収
容
を
認

め
た
。

第

二
に
、
責
任
無
能
力
者

自
身

が
犯
行

は
精
神
障

害

に
よ
る
と
主

張
し

て

い
る

の
で
誤
り

の
危
険

は
あ
ま
れ
考

え
ら
れ
ず

、
ま
た
、
犯
行

の
証

明
が
あ

る

の
で
単

な
る

一島
o
ω
旨

o
『
讐
凶o
び
魯

鶉ゆ
く
δ
『
に
よ
る
収
容

の
危

険
性

も
な

い
こ
と
か
ら
、

民
事
収
容
手
続

の
よ
う

な
、
州
側

で
の
明
白

か

つ
確
信
的
証
拠

に
よ

る
精
神
障
害

と
危
険
性

の
証

明
は
不
要

で
あ

る
と
し
た

(智
器
ω
タ

q
ロ
一8
α
Qっ
訂
滞
p
蒔
$

α
。
ψ
"
象

ωO
①

-
。。①
。。
"
一
〇
ω
ψ

ρ

讐

ω
O
α
〒
ω
O
α
・。
)
。
本
判
決

は
責
任
無
能
力
者

が
精
神
障
害

か
ら

回
復
す

る
や

い
な

や

こ
の
区
別
は
な
く
な

る
と
す

る
。

し
か
し
、
ま
ず

、
精
神

医
学

の
現
状

か
ら
す

る
と
精
神
障
害

か
ら

の
回
復

の
診
断

が
正
確

と
は
言
え
な

い
。
ま

た
、
両
者

の
区
別

に

つ
い

て
は
責
任
無
能
力
者

は
す

で
に
反
社
会
的

行
為
を
し

た
こ
と

が
重
要

で
あ
り
、
そ

の
者

に
現
在
も
精
神
障
害

が
あ

る
か
は
重
要

で
は
な

い
。

さ

ら
に
、
責
任
無
能
力

の
抗
弁

の
濫
用
を
防

止
す
る
た
め

に
も
、
州

は
危
険
性

の
あ

る
責
任
無
能

力
者

の
継
続

収
容

が
で
き

る
。

ル
イ
ジ



X50

ア
ナ

州

と
同

様

の
危

険
性

の
み

に
基

づ

く
責

任

無
能

力

者

の
収

容

は

模
範

刑

法

典

及

び
少

な

く

と

も

一

一
州

で
認

め
ら

れ

て

い
る
。

民

事

収
容

手

続

に

よ

る

べ
き

と

い

っ
て

も
、
フ

ユ
ー

チ

ャ
は

精

神

障

害

で
は

な

い
以

上

民

事

収

容

は

で
き

な

い
。
ま

た
、
法

延

意

見

は

≦

8
評
く
・

一
8

Φ
ρ

魔

α
d
●
Qo
・
ら
。。
9

一
〇
〇
ω
.
O
け

一
誤

合

①
。。
.
門
・
両
鎚
』

匹
㎝
α
b。

(一
り。。O
)
を

引

用

す

る

が
、

こ

の
判

決

の
場
合

と
異

な

り

、

フ

ユ
ー

チ

ャ

の
よ
う

に
責

任

無
能

力

を
主

張

し

精

神
施

設

に
数

年

収

容

さ

れ

た
者

が
、

精

神

障

害

か
ら

回

復

し

た
後

も

収
容

継

続

さ

れ

た

か
ら

と

い

っ

て
違
憲

と

な

る

程

に

ス
テ

ィ
グ

マ
タ

イ

ズ

さ

れ

た

と

は
言

え
な

い
。

神奈川法学第29巻 第2号(446}

②

実

体

的

適

正
手

続

に

つ

い
て

ま
ず

、

法

廷

意

見

は

ど

の
よ

う

な

実

体

的

権

利

が
侵

害

さ

れ

た

の
か

明

ら

か

に
し

て

い
な

い
。

精

神

障

害

か

ら

回
復

し

た
後

の
収

容

が

問

題

な

の
か
、

精

神

施

設

で

の
不

定

期
間

の
収

容

が

問
題

な

の
か
不

明
確

で
あ

る
。

ま

た
、

適

正

か
否

か

の
基

準

は
、

収
容

の
性

質

と

収

容

目
的

が
合

理
的

関

係

に
あ

る

か
否

か

な

の
か

、
収

容

規

定

が

注
意

深

く

限

定

さ

れ

て

い
る

か
否

か
な

の

か
も
不

明
確

で
あ

る
。
し

か
し

、

い
ず

れ

に
し

ろ

、

実
体

的

適

正
手

続

条

項
違

反

で
は

な

い
。

第

一
に
、

受

刑
者

の
拘
束

か

ら

も

明

ら

か
な

よ
う

に
、

す

べ

て

の
者

に
す

べ

て

の
場

面

で
適

用

さ

れ
得

る
身

体

的

拘
束

か

ら

の
自

由

の

権

利

と

い
う

も

の
は
な

い
。

責

任
無

能

力
者

に
も

そ

の
よ

う

な

権

利

は
な

く

、

多

く

の
州

で
危

険

な
責

任

無

能

力
者

の
継
続

収
容

を

認

め

て

い
る
。

ま

た
、

精

神
障

害
者

の
非

任

意

収

容

に

つ

い
て
、

判

例

は
そ

の
実

体

(ω¢
σ
ω樽P
コ
O
①
)

の
厳

格

な
審

査

を

す

る

と

い
う

よ

り
も

、

収

容

目

的

と

の
合

理

的

関

係

を

問

題

に
し

て
き

た
。

ジ

ョ
ー

ン
ズ

判

決

も

精

神

障

害

か
ら

回
復

し

た
後

に
も

収

容

で
き

る

か

が
争

点

と
な

っ
た

の
で

は
な

く

、

精

神

障

害

か
ら

回
復

す

る
ま

で
又

は
危

険

性

が
な

く

な

る

ま

で

の
収

容

と

い
う

議
会

の
選

択

し

た
手

段

が
、
精

神

障

害

者

の
治

療

と

危

険

性

か

ら

の
社

会

の
保

護

と

い
う

議

会

の
目

的

に
合

致

し

て

い
る

か

が

問

題

と

な

っ
た

の

で
あ

る
。

法

廷

意

見

は
、

d
コ
律
Φ
血
ω
什
碧
Φ
ω
<
幽
ω
巴
Φ
ヨ

o
u
幽
。。
一
¢
・
ψ

『
。。
ρ

一
〇
刈
Q∩
.
6
け
・
N
O
ゆ
9

㊤
㎝

ピ
.
国
鎚
』

α

①
㊤
刈

(巳
。。
刈
)
及

び

冒

o
吋
ωo
コ
タ

H口
山
冨
ロ
餌
矯
恥
O
①
¢
.
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ω
・
刈
一
9

露

Qo
・
9

・
H
。。
心
9

ω
卜。
い
・
国
"

b。
亀
心
霧

(お
謡
)
を
引

用
す

る

が
、

こ
れ
ら

で

は
、

州

は
犯

行

を

合

理
的

な
疑

い
を

容

れ

な

い
程

度

に
証

明

し

て

い
な

い
点

で
本

件

と

は
異

な

る
。

も

し

、
法

廷

意

見

が
身

体

的

拘

束

か
ら

の
自

由

に
対
す

る
あ

ら

ゆ

る
制

限

を
厳

格

に
審

査

す

る
な

ら
、

ジ

ョ
ー

ン
ズ

判

決

が
認

め

た
自

動

収

容

も

、

精

神

障

害

か
ら

回

復

し

ま

た
危

険

で

は
な

い
者

も

収

容

す

る
点

で
、

厳

格

な

審

査

に
耐

え

ら

れ

ず

、

違

憲

に
な

っ
て
し

ま

う

で
あ

ろ
う

。

第

二

に
、

精

神
施

設

へ
の
不

定

期

収

容

に

つ

い
て

で
あ

る

。

不
定

期

収

容

と

い

っ
て
も
、

被

収
容

者

や
施

設

長

の
請
求

に
よ

る
退

院
審

査

は
あ

る

の

で
あ

る

か
ら
、

退

院

の
基

準

を

充

足

し

な

い
限

り

で
不

定

期

収
容

に
な

る

に
す

ぎ
ず

、

そ

れ

な

ら

ジ

ョ
ー

ン
ズ

判

決

の
場

合

も

同
様

で
あ

る

が
、

ジ

ョ
ー

ン
ズ

判

決

は

こ
れ

を
違

憲

と

は

し

て

い
な

い
。

さ

ら

に
、

フ

ユ
ー

チ

ャ
は
八

年
間

収

容

さ
れ

て

い
る

が
、

も

し
有

罪

で
あ

っ
た
な

ら
刑

期

は
三

二
年

で
あ

る
。

し

た

が

っ
て
、

た

と
え

刑

期

を

収

容

の
上

限

と
し

た
と

し

て
も

二

四
年

は
収

容

さ

れ
得

る
。

つ
ま

り
、

法

廷

意

見

が
当

該

規

定

を

違

憲

と

し

た

の
は
、

フ

ユ
ー

チ

ャ
以

外

の
者

が
法

定

刑

を

越

え

る
期

間

収

容

さ

れ

る

可
能

性

が

あ

る

か
ら

に
な

る
。

し

か
し

、

こ

の
理

由

は
当

該

規

定

を

違

憲

と
す

る

に

は
不

十

分

で
あ

る
。

最

後

に
、

多

く

の
州

は
危

険

な

責

任

無

能

力
者

の
継

続

収

容

を

規
定

し

て

い
る

が
、

精
神

障

害

か

ら

回
復

し

た
後

に
他

の
施

設

に
移

送

さ

れ

る

と

は
し

て

い
な

い
の

で
あ

り

、

移

送

の
権

利

が
あ

る

と

は

い
え

な

い
。

こ

の
移

送

は

政
策

の
問

題

で
あ

る
。

適

正
手

続

条

項

は
連

邦

の
裁

判

官

の
政
策

的

好

み

に
州

が
従

う

こ
と

を
要

求

し

は

し

な

い
。

(8
)

閃
0
9
ご

く
.
ピ
。
三
。。貯
き

旨
二
N
ω
'
9
二
自。
二

刈。。
緊
嵩
。。ゆ
"

(9
)

峯

餌
二

刈。。
㊤
山
お
摂

(10
)

置
.
讐

嵩
㊤
一-
嵩
㊤刈
・

(11
)

嵐
.
無

一
お
甲
一◎。O
㊤
・

15ヱ
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四

解

説

二

)

本
件

で
問
題
と
な

っ
た

の
は

ル
イ

ジ
ア
ナ
州

の
責
任
無
能

力
者

の
精
神
施
設

へ
の
刑
事
収
容
制
度

で
あ

る
。
責
任
無
能

力
を
言

い

渡

し
た
裁
判
所

は
死
刑
を
法
定
刑

と
す

る
犯

罪

の
場
合

に
は
州
立
又

は
私
立

の
精
神
施
設
収
容
を
命
じ
る
。

そ

の
他

の
重
罪

の
場
合

に
は

℃
費
画ω
び
冨
出

又
は
私
立

の
精
神
施
設

収
容

を
命
じ
た
後

に
直

ち
に

o
o
耳
轟
島
0
8
曼

ゴ
Φ
p。
ユ
コ
αq
を
開
く
。

退
院

が
他
人
又

は
本

人

へ
の
危

険
な
し

に
は
で
き
な

い
場
合

に
は
、

州
立
又
は
私
立

の
精
神
施

設
収
容
を
命

じ
る
。

こ
の
審
問

で
は
退
院
が
自
己
又

は
他
人

に
と

っ
て
危

険

で
な

い
こ
と

の
挙
証
責
任

は
被

収
容
者

に
あ
る

(
ル
イ
ジ
ア
ナ
州
刑
事
訴
訟
法
六
五
四
条
)。

こ
の
よ
う

に
し

て
、
収
容

が
開
始
さ
れ
た
後

は
、
被

収
容
者

又
は
施

設
長

の
請
求

に
よ
り
審
査
委
員
会

の
退
院
勧

告
を
通

し
て
、
裁

判
所

は

o
o
艮
轟
臼
0
8
蔓

げ
Φ
9。
門
貯
αq
を
開

き
得

る

が
、
そ

こ
で
も
挙
証
責

任
は
被

収
容
者

に
あ

る
(同
法
六
五
五
条
、
六
五
七
条
)
。
本

判
決
は

こ
の
よ
う

に
自
己
又

は
他

人
に
危
険
性

が
な

い

こ
と
を
証
明

で
き
な

い
限
り
、

た
と
え
精
神
障
害

か
ら

は
回
復
し

て

い
て
も
退
院

で
き
な

い
と
す

る
規
定

を
合
衆
国
憲
法

の
適
正
手
続
条

項

及
び
平
等
保
護
条

項
違
反
と
し

た
。

(二
)

本

判
決

の
論
点

は
大
別
す

る
と
二
点

に
な
る
よ
う

に
思

わ
れ
る
。

①

第

一
は
民
事
収
容
手
続

と

の
関
係

で
あ

る
。

ケ
ネ
デ

ィ
裁
判
官

の
反
対
意
見

が
言
う
よ
う

に
、
法
廷
意
見

が
平
等
保
護
条
項
違
反

と
し
て
あ
げ

て

い
る
論
点

で
も
あ

る
。

ま
ず

、
法
廷
意
見

は
、
受
刑
者

が
刑
期
を

終
了
す

る
時

に
反
社
会
的
性
格

で
危
険

で
あ

る
こ
と
が
多

い
と
し
て
も
、
民
事

収
容
手
続

に

よ
る

こ
と
な
し
に
は
収
容

さ
れ
な

い
こ
と
と

の
比
較

で
、
責
任
無
能

力
者
も
精
神
障
害

か
ら
回
復
し

た
な
ら
民
事
収
容
手
続

に
よ
ら
ね
ば

な
ら
ず

、
危
険
性

の
み

で
収
容

さ
れ
る

こ
と

は
な

い
と
す

る
。

こ
れ
に
対

し
て
、
ト

マ
ス
裁
判
官

の
反
対
意

見
は
、
受
刑
者

の
場

合
は
民

事
収
容
手
続

が
必
要

で
あ

る
が
、
責

任
無
能

力
者

の
場
合

に
は
民
事
収
容
手
続

に
よ

ら
ず

に
、
危
険
性

の
み
を
根
拠

に
収
容

で
き
る
と
す
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る
。
し
か
し
、

そ
、フ
す

る
と
、
法
廷
意

見
が
指
摘
す

る
よ
う

に
、
犯
行
時

に
責
任
能
力

が
あ
り
、
現

在
危

険
な
者

が
釈
放

さ
れ
る

の
に
、

犯
行
時

の
責
任
無
能
力
者

は
現
在
危
険

で
あ

れ
ば
不
定
期
間
収
容
さ
れ

る
と

い
う

不
均
衡
を
も
た
ら
す
。

そ

こ
で
逆

に
、
受

刑
者

の
方

も

(
12

)

不
定
期
間
収
容
す

る

こ
と
も
考
え
ら
れ

る
が
、

こ
れ

は
現
在

の
司
法
制
度

と

一
致
し
な

い
。

ま
た
、
法

廷
意
見

に
対
し
て
、
受
刑
者

が
パ

ロ
ー

ル
を
受
け

る
に
は
受
刑
者
側

で
社
会

に
危
険

で
な

い
こ
と
を
証
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
、
刑
事
収
容

で
同
様

の
要
求
を
し
て

(
13

)

も
平
等
保
護

に
反
し
な

い
と

の
見
解
も
あ

る
が
、
受
刑
者

の
場
合
は

い
ず

れ
に
し
ろ
刑
期
は
越
え
得
な

い
。
さ
ら
に
、
責
任
無
能

力
者

は

(
14

)

犯
行
時

に
精
神
障

害

で
は
な

い
受
刑
者

と
は
異
な
る

の
で
同
様

に
は
扱

え
な

い
と

の
見
解
も
あ

る
が
、
受
刑
者

と
同
様

に
処
遇
す

べ
き

だ

と

い
う

の
で
は
な
く
、
収
容

が
収
容

目
的
と
関
係

が
無

く
な

っ
た
と
き

に
は
民
事

収
容
手
続

が
必
要

だ
と

い
う

の
で
あ

る
。

(
15

)

次

に
法
廷
意
見

は
、
冨

o
評
ω
o
コ

<
」

&

鑓
p
鋤
が
、
訴

訟
無
能
力
者

で
訴
訟
能
力
を

回
復
す

る
可
能

性

が
な

い
場
合

に
は
不
定
期
間
収
容

を
継
続

で
き
ず
、

民
事
収
容
手
続

が
必
要

で
あ

る
と
し

た
こ
と
と

の
比
較

で
、
本
件

で
も
民
事

収
容
手
続

が
必
要

だ
と
す

る
。

こ
れ
に
対

し

て
、

ト

マ
ス
裁
判
官

の
反
対
意
見

は
、
責
任
無
能
力
後

の
収
容

で
は
犯
行

の
存
在

が
証
明
さ
れ
て

い
る
点

で
、
訴
訟
無
能

力
者

の
場
合

と
決
定
的

に
異
な

る
と
す

る
。

フ

ユ
ー
チ

ャ
の
場
合

は
刑
事
裁
判
所

で
弁
護
人

の
弁
護
を
う
け

て
責

任
無
能
力

の
抗
弁
を
主

張
し
た

の
で

あ
り
、
恣
意
的
な
収
容

の
危
険
性

は
少
な
く
、
従

っ
て
民
事
収
容
手
続

の
よ
う

に
州

が
明
白
か

つ
確

信
的
証
拠

で
精
神
障

害
と
危
険
性
を

証

明
す

る
必
要

が
な

い
と
す
る
。
し

か
し
、
責
任
無
能

力
者

は
犯
行
を
行
な

っ
た
と
し

て
も
無

罪
な

の
で
あ
り
、
少
な
く
と
も

ル
イ

ジ
ア

(
16

)

ナ
州

で
は
無

罪

で
あ
る
。
ま
た
、
本

件

で
問
題
と
な

っ
て

い
る

の
は
収
容
手
続

で
は
な
く
退
院
手
続

な

の
で
あ

る
。
法
廷
意

見
も

ジ

ョ
ー

ン
ズ
判
決

に
従

い
、
民
事

収
容

と
責

任
無
能

力
後

の
刑
事

収
容

が
異
な
る

こ
と
は
認
め
、
後
者

で
は
犯
行

の
存
在
と
被
告
側

で
の
犯
行
時

の
精
神
障
害

の
証

明
か
ら
収
容
時

の
精
神
障
害

と
危

険
性

を
導

き
だ
し
、

自
動
収
容
を
認
め
る

の
で
あ

る
。

た
だ
、
収
容
中

に
精
神
障

害

で
は
な
く
な

っ
た
以
上
、
責
任
無
能
力

後

の
精
神
障
害

と
危
険
性
を
要
件

と
す

る
収
容

は
継
続

で
き
ず
、
訴
訟
無
能
力

に
よ
る
収
容
が

で

(
17

)

き

な

く
な

っ
た
場

合

と
同

様

に
、

民

事

収
容

手

続

に

よ

る

べ
き

だ

と
す

る

の
で
あ

る
。
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②

第

二
は
実
体
的
適

正
手
続

に
関
す
る
論
点

で
あ

る
。

ま
ず

、
ト

マ
ス
裁
判
官

の
反
対
意

見
が
指
摘
す

る
よ
う

に
、
身
体
的
拘
束

か

ら

の
自
由

と

い

っ
て
も
受

刑
者

の
例

か
ら
明
ら
か
な
よ
う

に
、
全
く

の
身

体
的
拘
束

か
ら

の
自
由

に

つ
い
て
の
基
本

的
権
利

と

い
う

も

の

(18

)

は
な

い
で
あ
ろ
う
。

そ

こ
で
、
収
容

の
性
質

と
収
容
目
的

に
少
な
く

と
も
合
理
的
関
係

が
あ

る
か
が
重
要

に
な

っ
て
く
る
。
法
廷
意
見
は

(
19

)

≦

叶Φ
評

く
・
一
〇
鵠
Φ
ω
を
引
用
す
る
。

こ
の
判
決

は
精
神
施

設

へ
の
収
容

は
受
刑

と
は
質
的

に
異
な
る

の
で
、
受
刑
中

に
精
神
障
害

と
診
断
さ

れ

た
重
罪
犯
罪
者
を
審
問
な
し

に
自
動
的

に
精
神
病
院

に
移
送
す

る
の
は
合
衆
国
憲
法
修

正

一
四
条
違
反

だ
と
し
た
も

の
で
あ

る
。

こ
れ

に
対
し

て
、
ト

マ
ス
裁
判
官

の
反
対
意
見

は
、
責
任
無
能
力
を
主
張

で
き

た
者

は
す

で
に
そ

の
判
決
に
よ

っ
て
ス
テ

ィ
グ

マ
タ
イ
ズ
さ
れ

る

の
で
、
そ

の
後

に
精
神
施
設

に
収
容
継
続

さ
れ

た
か
ら

と

い

っ
て
も

ほ
と
ん
ど
害

に
な
ら
な

い
と
す

る
。

こ
の
判
決

の
場
合

は
対
象
者

は
責
任
無
能

力
を
主
張
し

て

い
な

い
が
、

フ

ユ
ー
チ

ャ
は
そ

の
主
張
を
し
、
そ

の
主

張

に
基

づ

い
て
収
容
開
始
さ
れ
た
以
上
、
収
容
継
続

さ
れ
る
結
果

と
し

て
社
会
的
不
利
益
を
蒙

っ
て
も
し

か
た
が
な

い
と

い
う

の
で
あ
る
。

し
か
し
、
現
在

は
精
神
障

害

で
は
な

い
以
上
、
精

神
障
害
者

と
し
て
収
容

さ
れ

る

の
は
や
は
り

ス
テ

ィ
グ

マ
タ
イ
ズ

で
あ

る
。

法

廷
意
見

は
責
任
無
能
力
後

の
収
容

の
目
的
を
精
神
障
害

に
よ

る
危
険
性
を
示
す
者

に
対
し

て
、
精
神
障
害

の
治
療
を
行
な
う

こ
と

に

よ

っ
て
危
険
性

を
除

去
す

る

こ
と
と
捉
え

て

い
る
も

の
と
思
わ
れ

る
。

こ
れ
に
対
し

て
、

ケ
ネ
デ

ィ
及
び
ト

マ
ス
裁
判
官

の
反
対
意
見
は

精

神
障
害

の
治
療

と

い
う
目
的

と
危

険
性

か
ら

の
社
会

の
保
護

と

い
う
目
的
を
並
列
的

に
捉
え

て

い
る
と

い
え

る
。

こ
の
目
的

の
捉
え
方

の
相
違
は

ジ

ョ
ー

ン
ズ
判
決

の
先
例

と
し
て

の
意
義

の
捉
え
方

に
も
表

れ
て

い
る
。
ト

マ
ス
裁
判
官

の
反
対
意
見
は

ジ

ョ
ー

ン
ズ
判
決

の

争

点
は
、
責

任
無
能

力
者

の
収
容
期
間
は
犯
罪

の
法
定

刑
を
限
度

と
す

る
か
に
あ

っ
た
の
で
、
収
容
期
間

は
法
定

刑
と
は
関
係
な
く
、
精

神

障
害
と
危

険
性

の
継
続

の
有
無

に
よ
る
と
し
た
だ
け

で
、
本
件

の
よ
う

な
退
院

の
基
準

に

つ
い
て
は
何
も
言

っ
て

い
な

い
と
す

る
。

こ

れ

に
対
し

て
法
廷
意

見
は
、

ジ

ョ
ー

ン
ズ
判
決
は
収
容

の
外
部
的

限
界
、

つ
ま
り
精
神
障

害
又

は
危
険
性

が
な
く
な
れ
ば
退
院
を
認

め
ね

(
20

)

ば
な

ら

な

い
こ
と

を

示

し

て

い
る

と
す

る

の

で
あ

る
。



(451)責任無能力者の精神施設への収容継続要件155

(
21

)

た
し

か
に
、
危
険
性

の
み
を

理
由

と
す

る
拘
束
制
度

は
あ

る
。
q
三
8
飢
ω
8
8
ω
タ

ω
巴
Φ
毎
o
で
は
、
二
件

の
謀
殺
共
謀
罪

で
逮
捕

さ
れ

た
暴
力
団
長
が

一
九

八
四
年

の

じd
餌
凶一
即
駄
o
「
ヨ

》
o
け
(合
衆
国
刑
法
典

一
八
章
三

一
五
四
条
以
下
)
に
よ
り
、
犯
罪

の
重
大
性
と
危
険
性

の

高

さ

に
基

づ

い
て
拘
束

し
得

る
と
さ
れ
た
。
し

か
し
、
法
廷
意
見

が
指
摘
す

る
よ
う

に
、
こ
の
法
律

は
対
象
を
最
も
重
大
な
犯

罪
に
限
り
、

ま
た
、
審

問

で
は
州
が
明
白
か

つ
確
信
的
証
拠

に
よ

っ
て
、
個
人
又

は
社
会

へ
の
特
定

の
明
白
な
脅
威
を
証
明
し
な
げ
れ
ば
な
ら

な

い
。

さ
ら
に
、

期
間
も
迅
速
裁
判
法

に
よ
る
限
定

が
あ

る
。

こ
れ
に
対
し

て
、
本
件

の
ル
イ

ジ
ア
ナ
州
法

に
は
そ

の
よ
う
な
限
定

は
な

い
。

な

お
、
法
廷
意
見

及
び
オ

コ
ナ

ー
裁
判
官

の
補
足
意
見

が
限
定
を
す
れ

ば

ル
イ

ジ
ア
ナ
州
法

の
規
定
も
合
憲

と
な
り
う

る
か
の
よ
う

に
述

べ

る
点

は
矛
盾

が
あ

る
よ
う

に
も
思

わ
れ
る
。

ど

の
よ
う
な
条
件
を
付
け

よ
う

と
あ

る

い
は
州

が
明
白

か

つ
確
信
的
証
拠

に
よ

っ
て
明
白
な

(
22

)

危
険
性

の
挙
証
責
任
を
負
う

こ
と
に
し

て
も
、
精
神
障
害

の
な

い
者
を
精
神
施
設

に
収
容

す
る

こ
と
は
で
き
な

い
と

い
う

の
が
法
廷
意
見

(
23

)

の
前
提

で
あ

っ
た
は
ず

で
あ

る
。

オ

コ
ナ
ー
裁
判
官

の
補
足
意
見
も
限
定

に

つ
い
て
述

べ
た
後

に
、
結

局
は
、
精
神
障
害

で
な

い
者
を
精

神
施

設

に
収
容
す

る
こ
と

は
で
き
な

い
と
し

て

い
る
。

③

ト

マ
ス
裁
判
官

の
反
対
意
見

が
、
危
険
性

の
み
を
理
由
と
す

る
責
任
無
能

力
後

の
収
容

は
模
範
刑
法
典

や

=

州

で
認
め
ら
れ

て

い
る
と
す

る
点

に

つ
い
て
は
、
模
範
刑
法
典

の

一
九
八
五
年

の
説
明
書

は
民
事
収
容
手
続

で
は
精
神
障
害

が
な

い
と
き

に
は
退
院

さ
せ
ね

ば
な
ら
な

い
趣

・
責

任
無
能

力
後

の
収
容

に

つ
い
て
は
危

険
性

が
あ
れ
ば
退
院

で
き
な

い
と
す

る

こ
と
に
は
憲
法
上

の
疑
問

が
あ

る
と

(25

)

す
る
。

ま

た
、

=

州

の
う

ち
二
州

は
判
例

で
精
神
障

害
が
な
け
れ
ば
退
院
さ

せ
ね
ば
な

ら
な

い
と
解
釈

し
、

オ

コ
ナ
ー
裁
判
官

の
補
足

意
見

も
指

摘
す

る
よ
う

に
、
二
州

は
改

正
し
、
三
州

(但
し
、

一
州
は
右

の
判
例
に
よ
る
解
釈
も
行
な
う
)
収
容
期
間
等
を
限
定

し
て

い
る
。

(
26

)

結
局
、
危

険
性

の
み
を
理
由

と
す
る
責
任
無
能

力
後

の
収
容

は
ほ
と

ん
ど
支
持
さ
れ
て

い
な

い
の
で
あ

る
。

本

判
決

の
効

果
と
し
て
、
第

一
に
、
責

任
無
能

力
を
装

っ
て
お

い
て
後

に
、
も
は
や
精
神
障
害

で
は
な

い
と
主
張
し
て
刑
罰
も
収
容
も
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免

れ
る
者

が
多
く
な

る

こ
と
が
懸
念

さ
れ
る
。

こ
れ
に
対

し
て
は
、
詐
病
を
見
抜
く
診
断

の
方
法
を
確
立
す

る
以
外

に
な

い
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、

犯
行
時

の
薬
物

に
よ
る
精
神
障
害

で
責
任
無
能
力

を
主

張
し
て
お

い
て
、
後

に
薬
物
を
止
め

て
退

院
し
よ
う

と
す
る
よ
う

な
場
合

に
対

し
て
は
、
薬
物

に
よ
る
自
招

の
精
神
障
害

に

つ
い
て
は
責
任
無
能
力

の
抗
弁
を
認

め
な

い
よ
う

に
立
法

又
は
判
例

に
よ
る
解

釈
を
す

べ
き

で
あ
ろ
う
。

さ
ら

に
、
本
判
決

の
効
果

と
し

て
、
早
期

に
退
院
し

て
犯
行
を
繰
り
返
す
よ
う
な
者

が
多

く
な
れ
ば
責

任
無
能

力

の
抗

(
27

)

弁

を
制

限
す

る

立
法

に
至

る

と
も

さ

れ

る
。

た
し

か

に
、

メ

ン
ズ

レ
ア

・
ア
プ

ロ
ー

チ

の
よ
う

に
責

任
無

能

力

の
抗

弁

を
廃

止
す

る

こ
と

に

は
疑

問

が
あ

る
。

し

か

し
、

危

険

性

の

み
を

理
由

と
す

る
収

容

継

続

に

は
よ

り

強

い
疑

問

が
あ

る
。

な

お
、

解

決

策

と

し

て

ミ

シ

ガ

ン
州

の
よ
う

な

「
有

罪

だ

が
精

神

障

害

で
あ

る

(O
口
曲ξ

しu
三

竃
Φ
ヨ
餌
ξ

=
一)」

と

い
う

判

決

方
式

の
導

(28

)

(
29

)

入

が
提
案

さ
れ
て

い
る
。

し
か
し
、

こ
の
判
決
方
式

は
通
常
、
精
神
障
害

の
程
度

が
責
任
無
能

力

に
至
ら
な

い
者

に
適
用
さ
れ
る

の
で
、

責

任
無
能

力
と
さ
れ
る
者

に

つ
い
て
は
本
件

の
よ
う
な

問
題

は
残

る
。
ま

た
、
責
任
無
能
力
及

び
危
険
性

の
判
断
を
医
学

用
語

に
よ
ら
ず

(
30

)

に
法
律

用
語

で
規
定
す

べ
き
と

の
提
案
も

あ
る
。

た
し

か
に
、
責
任
無
能
力

の
判
断

は
法
律

判
断

で
あ
る

が
、
危
険
性

の
故

の
み
で
法
律

上

の
精

神
障
害

で
あ

る
と
す

る

こ
と
に
は
疑

問
が
あ

る
。

(三
)

本
件
は
精
神
障

害

で
は
な

い
が
あ

る
程
度

の
危
険
性
を

示
す
者

が
対
象

と
な

っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
責
任
無
能

力
後

の
刑
事
収
容

の
限
界
を
示
し

て
い
る
と
も

い
え
る
。

し
か
し
、
責
任
無
能
力
後

の
刑
事
収
容

は
、
責
任
無
能

力
者

の
中

で
精
神
障
害

に
よ
る

一
定

の
危

険
性
を
示
す
者

に
治
療

を
保
障
す

る

こ
と

に
よ

っ
て
社
会

を
危
険

か
ら
保
護
す

る
制
度

で
あ

る
。
し
た

が

っ
て
、
精
神
障
害

が
な

い
者

の

(
31

)

収

容

継

続

は

で

き

な

い
。

責

任

無

能

力

者

を

無

罪

と

す

る

制

度

を

前

提

と

す

る

限

り

、

ア

メ

リ

カ

法

曹

協

会

の
指

摘

す

る

よ

う

に
、

危

険

性

の

み

で

収

容

す

る

の

は

無

罪

で
あ

る

の

に

自

由

刑

を

科

す

の

に
等

し

い

と

い
え

よ

う

。
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的
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行
と
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問
と

の
時
間
的
間
隔
を
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慮

し

て
、
収
容

開
始

の
審

問
に
お

い
て
も
退
院

の
審
問

に
お

い
て
も
、
州

が
明
白

か

つ
確
信
的
証

拠

に
よ

っ
て
精
神
障
害
と
危

険
性
を
証
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べ
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で
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